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小学校第４学年 国語科と社会科での教科横断的な授業 

単元名 国語「不思議ずかんを作ろう」、社会「地域で受けつがれてきたもの」 

国語科 社会科 
【単元計画の見直し】 

・児童の｢興味・関心｣が十分に引き出せるか。 

・自分自身の課題について意欲的に取り組むことができるか。 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」が確保されているか。 

【実践】自分たちの身近な文化財について調べ（社会科）、図鑑を作る（国語科）。 

○社会科『地域で受けつがれてきたもの』と国語科『不思議ずかんを作ろう』を合わせた単元

構成を構築。 

【児童の学びの姿】 

文化財・年中行事に

ついて 

町の文化財につい

て 

図鑑のつくりについて 

〔調査活動①〕 

ししまいの 

・何について 

・何を使って 

・誰と 

・どのように 調べる。 

情報の共有 

ゲストティーチャー 

〔調査活動②〕 

ししまいの 

・何について 

・何を使って 

・誰と 

・どのように 調べる。 

情報の共有 

〔図鑑づくり〕 

ししまいの 

・何について 

・どの写真で 

・どのように工夫して 

書く。 

ゲストティーチャー 

【教師の支援や働きかけ・環境の整備】 

・パーソナルラーニングブックの作成（児童用に作られた単元計画、評価規準、ワークシート、 

振り返り等が一体となったもの） 

・ゲストティーチャーへの協力依頼 

・情報収集用にロイロノートで写真、動画の共有 

・見通しとゴールの共有目的として、成果物の例や 

チェックリストの作成 

○学習環境の自己決定 

・学校の図書館に行って

本を見ながら調べてみ

よう。 
一人一人の｢興味・関心｣

によって作られた様々な種

類の図鑑を読み合う。 

○自分で学び方を自己決定する授業 

・興味関心をもとに学習が進められ

る工夫 

○子どもの 

「興味・関心」や「問い」を大事にした授業 

・課題の明確化 

・ゴールの設定と共有 

調べてわかったことをまとめて図鑑を作る。 

自分たちの地域にある文化財 

『ししまい』について知りたい。 

○子どもが「自分（たち）で学び取る」授業 

・単元の中に、個別の課題について取り組む

活動を設定する。自ら計画を立て、学習方

略について振り返ることで、次時の学びに

繋げている。 

・学習方略を自己決定し、個別と協働を往還

しながら、同じテーマについて調べている

友達とインターネットを使って一緒に調べ

る。 


